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１２月議会の日程は次のとおりです 
  
日程のお知らせが遅くなりました。議会はどなたでも傍聴できます。午前１０時開会ですが、

受付がありますので、少しお早めにお来しください。 
 
   
１２月 ４日（月） 開会 議案上程 

  １２月１２日（火） 一般質問 午前 ①永井議員 ②大名議員 午後 ③豊島議員 
１２月１３日（水） 一般質問 午前 ①根本（鉄）議員 ②井坂議員 
  １２月１４日（木） 一般質問 午前 ①舛井議員 ②沓沢議員 
  １２月１８日（月） 閉会 議案審議 
 

 

  
 

ゴミ袋指定化問題の村の説明について 
【村の説明】 

事業名称   ごみ袋指定推進事業 
事業開始予定 2007年度（Ｈ19）～ 
事業費    2007 年度      歳出 42,945,000 円  歳入 57,783,000 円 
現状     ・全国的に、環境への配慮・地球温暖化対策としてさまざまなとりくみが行われ

ている中で、本村では、ゴミを 24種類に分別し、そのうち 21種類を資源物と
している。 
・住民主体の組織「東海村地球温暖化対策地域協議会」では、行政がすべきこと、

住民ができること等の役割分担を明確にし、各々が自主的に或いは協働による環

境保全策実施することをめざしている。 
・「東海村一般廃棄物処理施設運営協議会」も早期実施をとの意見をだしている。 
・本村の資源物回収は毎年増加傾向にある。一方で可燃物への危険物（ガスボン

ベ等）や資源物の混入も目立つ。                           

・茨城県内では、袋指定の未実施自治体は本村のみである。 
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目的     ごみの資源化（分別収集）の促進 

       焼却炉の延命化や安全の確保 

       住民の排出ごみの減量及び資源物分別等の意識の高揚など 

効果     ごみの減量化 

       ＣＯ2の排出量削減 

袋の内容   デザイン･････ガゼット式（レジ袋型）   可燃ごみ＝黄色 不燃ごみ＝赤色 

        図柄 ①ごみを出すときの注意書きをいれる  ②大きさの表示 

           ③行政名（東海村）をいれる      ④その他 

       種類・・・・・可燃ごみ ①透明・半透明  不燃ごみ ①透明・半透明 

              粗大ごみシール（可燃・不燃） 

       材質 可燃・不燃とも高密度 

       大きさ 〈可燃ごみ〉 

①４５㍑ 800㎜（全高）・400㎜（横）Ｘ650㎜（袋部高） 厚 0.03㎜ 

        ②３０㍑ 700      ・350    Ｘ500                〃 

        ③２０㍑ 600     ・280    Ｘ400         〃 

           〈不燃ごみ〉 

        ①４５㍑   可燃ごみに同 

        ②３０㍑     〃 

        ③２０㍑     〃 

         〈粗大ごみシール〉 60㎜Ｘ90㎜（縦＋横＋高さ＝3mを超えないもの） 

 

販売予定価格  可燃ごみ ４５㍑ 原価 ７．８０円  １枚の販売予定価格 ２０円 

             ３０㍑    ５．２５円            １５円 

             ２０㍑    ３．７０円            １０円 

        不燃ごみ ４５㍑   可燃ごみに同    可燃ごみに同 

             ３０㍑     〃         〃 

             ２０㍑     〃         〃 

        ごみ処理シール（可燃・不燃・粗大ごみ共通）   原価 ６．００円 

                        １枚の販売予定価格 ２０円 

 

【ここまでについての大名の意見】 

 村からの説明はこのほかありましたので引き続きお知らせいたします。 
袋指定をすでに実施している自治体の指定化した目的は何なのか、少なくともごみの減量化に

はつながっていないと聞きますし、ごみの出し方は、本村は現在でも他市町に勝る部分があると

聞きます。危険物の混入を避けることは、わざわざ上記のような袋をつくらなくともなによりも

住民の意識の高揚が大切なのではないでしょうか。 
2007 年度の事業費をみると、指定化することで利益が出、村へ収入として入ります。これは
明らかに、ごみ処理費用の住民の新たな負担です。ここにそもそもの目的があると考えます。 
 
バックナンバーは右記のホームページでどうぞ！   http://www.jcp-net.jp/ibahoku/ 


